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はじめに

このたびは、（株）デジタル製プログラマブル表示器＜ Pro-face ＞および GP 画面作成ソフト「GP-

Pro EX」をご採用いただき、まことにありがとうございます。

本製品を正しくご使用いただくために、マニュアル類をよくお読みください。

また、マニュアル類は必ずご利用になる場所のお手元に保管し、いつでもご覧いただけるようにして

おいてください。

© Copyright 2007 Digital Electronics Corporation. All rights reserved.        

（株）デジタル 2007 August 

商標 • 商号の権利については「商標権などについて」をご覧ください。

おことわり

(1) 本製品のプログラムおよびマニュアル類は、すべて（株）デジタルの著作物であり、（株）デジ
タルがユーザーに対し「ソフトウェア使用許諾条件」に記載の使用権を許諾したものです。当
該「ソフトウェア使用許諾条件」に反する行為は、日本国内外の法令により禁止されています。

(2) 本書の内容については万全を期して作成しておりますが、万一お気づきの点がありましたら、 
（株）デジタル「サポートダイヤル」までご連絡ください。

(3) 前項にかかわらず、本製品を使用したことによるお客様の損害その他の不利益、または第三者
からのいかなる請求につきましても、（株）デジタルはその責任を負いかねますのであらかじめ
ご了承ください。

(4) 製品の改良のため、本書の記述と本製品のソフトウェアとの間に異なった部分が生じることが
あります。最新の説明は、別冊ないし電子的な情報として提供していますので、あわせてご参
照ください。

(5) 本製品が記録・表示する情報の中に、（株）デジタルまたは第三者が権利を有する無体財産権、
知的所有権に関わる内容を含むことがありますが、これは（株）デジタルがこれらの権利の利
用について、ユーザーまたはその他の第三者に、何らの保証や許諾を与えるものではありませ
ん。また本製品に記録・表示された情報を使用したことにより第三者の知的所有権などの権利
に関わる問題が生じた場合、（株）デジタルはその責を負いませんのであらかじめご了承くださ
い。
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商標権などについて

本書に記載の会社名、商品名は、各社の商号、商標（登録商標を含む）またはサービスマークです。

本製品の表示 • 記述の中では、これら権利に関する個別の表示は省略しております。

なお、上記商号 • 商標類で、本書での表記が正式な表記と異なるものは以下の通りです。

商標等 権利者

Microsoft, Windows, Windows 98, Windows Me, Windows 2000, 
Windows XP, Windows エクスプローラ , Microsoft Excel,  
Internet Explorer

米国 Microsoft 社

Intel, Pentium 米国 Intel 社

Pro-face 株式会社デジタル

Ethernet 米国 Western Digital 社

本書での表記 正式な表記

Windows 98 Microsoft Windows 98 オペレーティングシステム

Windows Me Microsoft Windows Me オペレーティングシステム

Windows 2000 Microsoft Windows 2000 オペレーティングシステム

Windows XP Microsoft Windows XP オペレーティングシステム
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マニュアル表記について

■ 安全に関する注意表記

本書では、GP および GP-Pro EX を正しく使用していただくために、注意事項に次のような絵表示を

使用しています。ここで示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しています。

その表示と意味は次のようになっています。

■ 説明のための表記

本書では説明の便宜のため、次のような絵表示や用字 • 用語で表記します。

表　示 意味内容

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う内
容を示します。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可
能性が想定される内容を示します。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的損
害の発生が想定される内容を示します

正しく使用するために、してはいけない（禁止）事項です。

正しく使用するために、しなくてはならない（強制）事項です。

この表示の説明に従わない場合、機器の異常動作やデータの消失などの不都
合が起こる可能性があります。

表　記 意味内容

使用するに際して、ポイントとなる項目です。

※ 脚注で説明している語句についています。

関連事項の参照ページを示します。

1, 2
(1),(2) 操作手順です。番号に従って操作を行ってください。
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安全に関する使用上の注意

本書には、GP および GP-Pro EX を正しく安全にお使いいただくために安全表記が記述されています。

本書ならびに関連マニュアルをよくお読みいただき、GP および GP-Pro EX の正しい取り扱い方法と

機能を十分にご理解いただきますようお願いします。

設計上の警告事項

タッチパネル上のスイッチを使用して、人的や物的損害につながるスイッチを作らないでください。本

体、ユニット、ケーブル等の故障により出力が ON し続けたり、OFF し続けたりし重大な事故につなが

ります。重大な事故につながる出力信号についてはリミッタなどの監視回路を設けてください。また、

重大な動作を行うスイッチは GP 本体以外の装置より行うようにシステム設計をしてください。誤出力、

誤動作による事故の恐れがあります。

タッチパネル上のスイッチは非常用停止スイッチとして使えません。産業用ロボットほか、産業用機械

の非常停止スイッチは、必ず人間が直接操作するスイッチを設置することが義務づけられています。ま

た、これ以外の装置でも安全確保のために、必ず同様のスイッチを設置してください。

外部電源の故障や GP 本体の故障および GP の誤作動の場合、システム全体が安全側に働くように GP

の外部で安全回路を設けてください。誤出力、誤動作により、事故の恐れがあります。

(1) 非常停止回路、保護回路、正転 / 逆転などの相反する動作のインターロック回路、位置決めの上限 /

下限 / 走行限など機械の破損防止のインターロック回路などは、GP の外部で回路構成してください。

(2) GP でウォッチドッグタイマエラーなどの異常を検出したときは、実行を停止します。また、GP で

検出できない入出力制御部分などの異常時は、入出力部の動作について予想のできない動きとなる

可能性があります。このとき、機械の動作が安全側に働くよう、GP の外部でフェールセーフ回路を

構成したり、機構を設けてください。 

フェールセーフ回路については、ハードウェアマニュアルの「設置上の注意事項」を参照してくだ

さい。

(3) 出力ユニットのリレーやトランジスタなどの故障によっては、出力が ON のままになったり、OFF の

ままになったりすることがあります。重大な事故につながるような出力信号については、外部で監視

する回路を設けてください。
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取り扱い上の警告事項

GP の本体の電源を立ち上げる前に、GP 本体に接続されている I/O ユニットおよび負荷制御電源を投入

するように回路を構成してください。GP のプログラムが RUN した後に負荷制御用電源が立ち上がると、

誤出力や誤動作により事故の恐れがあります。

GP の表示機能とコントロール機能または、GP と外部に接続されている機器に通信異常および電源断が

発生したとき、システムが安全側に働くようにロジックプログラムにてインターロック回路を構成して

ください。誤出力や誤動作により事故の恐れがあります。

装置の安全性に関わるタッチスイッチを GP 上に設けないでください。非常停止スイッチなどの安全性

に関わるスイッチは、別系統のハードウエアスイッチを設けてください。

GP とホストコントローラとの通信異常で機械が誤動作しないようにシステム設計を行ってください。人

体に傷害を負ったり、物的損害の恐れがあります。

傷害・重大な物的損害や生産停止の原因となり得る重要な警告装置として GP を使用しないでください。

重要な警告表示および警報に関わる制御装置は、独立し冗長性のあるハードウェアか、機械的インター

ロックによって構成してください。

GP は航空機器、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、生命の維持に関わる医療機器などの極

めて高度な信頼性・安全性が求められる用途への使用を想定しておりません。これらの用途には使用で

きません。

GP を運送機器（列車、自動車、船舶等）、防災防犯装置、各種安全装置、生命の維持に関わらない医療

機器などの、機能・精度において高い信頼性・安全性が求められる用途で使用する場合は、組み込まれる

システム機器全般として、冗長設計、誤動作防止設計等の安全設計を施す必要があります。
     

バックライトが切れると、画面が真っ暗になって表示が見えなくなりますが、バックライト消灯機能作

動時と異なり、タッチスイッチの入力は有効なままです。操作者がバックライト消灯状態と間違えて

タッチパネルを押した場合、不当なタッチパネル操作となる恐れがあります。不当な操作による人的・

物的損害が生じる恐れのあるタッチスイッチを GP 上に設けないでください。 

バックライトが切れた場合は以下のような現象が発生します。

(1) スタンバイモードを設定していないのに画面の表示が消える。

(2) スタンバイモードを設定していて画面の表示が消えた際に、一度タッチなどの入力を行っても表示

が復帰しない。

GP-Pro EX のインストールディスクは CD-ROM です。一般のオーディオ CD プレーヤでは絶対に再生

しないでください。予期せぬ大音量により聴覚に障害を負ったり、スピーカが破損する恐れがありま

す。

GP は分解・改造しないでください。火災、感電の恐れがあります。

可燃性ガスのあるところでは使用しないでください。爆発の恐れがあります。
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配線上の警告事項

立ち上げ・保守時の警告事項

設計上の注意事項

取り付け、配線などは、必ず電源が供給されていないことを確認してから行ってください。感電や機器の

破損の恐れがあります。

配線後は必ず付属の端子台カバーを取り付けてください。端子台カバーを取り付けないと感電の恐れがあ

ります。

電源ケーブルの取り付けは必ず電源が供給されていないことを確認してから行ってください。感電の恐れ

があります。

表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。火災、感電の恐れがあります。

GP に接続されるケーブルは、必ずケーブルクランプで固定し、ケーブルの重み、引っ張り張力がコネク

ターや端子に加わらないように施工してください。

GP への配線は、定格電圧および端子配列を確認した上で正しく行ってください。定格と異なった電源の

接続や誤った配線を行うと火災や故障の恐れがあります。

通電中に端子に触れないでください。感電の恐れや誤動作の原因になります。

清掃や端子ネジの増し締めは、通電されていないことを確認してから行ってください。通電中に行うと感

電の恐れがあります。

バックライトの交換作業は、必ず電源が供給されていないことを確認してから行ってください。感電やや

けどの危険性がありますので必ず GP の電源を切り、手袋着用の上作業を行ってください。

電源投入中にホストとの通信ケーブルを挿抜しないでください。

GP は時計のバックアップのためにリチウム電池を内蔵しています。電池を誤って交換すると、電池が爆

発する恐れがありますので交換は行わないでください。交換が必要な場合には、お買い求めの代理店ま

たは（株）デジタル　サービス・リペアセンター (「アフターサービスについて（巻末）」を参照 )）まで

ご連絡ください。

プログラム使用中に、パソコン本体の電源を OFF にしないでください。プロジェクトファイルが破損す

る恐れがあります。

テキストエディタなどを使用して、プロジェクトファイルの中身を変更しないでください。プロジェク

トファイルが破損する恐れがあります。
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取り付け上の注意事項

配線上の注意事項

立ち上げ・保守時の注意事項

廃棄時の注意事項

故障しないために

入出力信号線の配線は動力回路のケーブルとは、別ダクトにしてください。ノイズにより、誤作動の原因

になります。

ケーブルは、コネクタに確実に装着してください。接触不良により、誤入力や誤出力の恐れがあります。

FG 端子は、GP 専用の D 種接地工事を行ってください。感電や誤動作の恐れがあります。

端子ネジは規定のトルクで締め付けてください。端子ネジの締め付けがゆるいと短絡、火災や誤動作の

恐れがあります。

GP 内に、切粉や配線くずなどの異物が入らないように注意してください。火災、故障や誤動作の恐れが

あります。

運転中のプログラム変更、強制変更、RUN、STOP、PAUSE 等の操作はマニュアルを熟読し、十分に安

全を確認してから行ってください。操作ミスにより機械の破損や事故の原因になります。

I/O ユニットの脱着は、通電されていないことを確認してから行ってください。通電中に行うと I/O ユ

ニットの故障や誤動作の原因になります。

CF カード抜き差しの際は、必ず CF カードアクセスランプが消灯していることを確認してください。 

CF カード内のデータが破壊される恐れがあります。

CF カードにアクセス中は、絶対に GP 本体の電源 OFF、GP のリセット、CF カードの抜き差しは行わ

ないでください。CF カードへのアクセスが行えないようなアプリケーション画面を作成するなどし、そ

の画面にて電源 OFF、リセット、CF カードの抜き差しを行うようにしてください。

製品を廃棄するときは、産業廃棄物として扱ってください。

GP の表示部を強い力や硬い物質で押さえないでください。表示部が割れ危険です。シャープペンシルや

ドライバのように先が鋭利なもので、タッチパネルを押さえないでください。破損のおそれがあります。

GP を設置する周囲温度は、仕様の範囲外で使用すると、故障の原因となります。

GP の温度上昇を防ぐため、GP の通風孔をふさいだり熱がこもるような場所での使用は避けてください。

温度変化が急激で結露するような場所での使用は避けてください。故障の原因となります。
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GP の内部に水や液状のものや金属を入れないでください。故障や感電の原因となります。( 汚染度は 2 

です )

GP を直射日光の当たる場所や、高温、粉塵、湿気もしくは振動の多いところで使用および保管しないで

ください。

薬品が気化し、発散している空気や薬品が付着する場所での使用および保管は避けてください。

酸・アルカリ・その他塩類 ..... 腐食による故障
有機溶剤類 .............................. 火災

GP の表面が汚れた場合は乾いたやわらかい布に薄めた中性洗剤をしみ込ませ、硬くしぼってふき取って

ください。シンナーや有機溶剤などでふかないでください。

表示部の液晶は紫外線によって劣化します。強い紫外線のもとでの使用および保管は避けてください。

保存周囲温度以下で保存すると、表示部の液晶が凝固しパネルが破損する恐れがあります。また、保存周

囲温度を超えると液晶が等方性の液体となり、元の状態に戻らなくなります。できるだけ室温付近で保存

してください。

GP の電源 OFF 後、電源を再投入する場合は、一定時間おいてから ON にしてください。正常に動作し

ない場合があります。

不慮の事故により、GP の画面データ・ロジックプログラムが失われた場合を想定して画面データ・ロ

ジックプログラムは必ずバックアップしておいてください。
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液晶パネルに関する注意とお願い

• 液晶ディスプレイの内部には、刺激性物質が含まれています。万一の破損により液状の物質が流出して皮

膚に付着した場合は、すぐに流水で 15 分以上洗浄してください。また、目に入った場合は、すぐに流水

で 15 分以上洗浄した後、医師にご相談ください。

• 液晶ディスプレイは表示内容やコントラスト調整などにより、明るさのムラが生じることがありますが、

故障ではありませんのでご了承ください。

• 液晶ディスプレイの素子には、微細な斑点（黒点、輝点）が生じることがあります。これは故障ではあり

ませんのでご了承ください。

• 液晶ディスプレイの画面を視野角外から見ると表示色が変化して見えます。これは液晶ディスプレイの基

本的特性ですのでご了承ください。

• 同一画面を長時間表示していると表示されていたものが残像として残ることがあります。このような場合

は、いったん電源を切り、しばらくしてから再度電源を入れると戻ります。これは液晶ディスプレイの基

本的特性ですのでご了承ください。

• 残像を防ぐには以下のようにしてください。 

＊同一画面で待機する場合は、表示 OFF 機能を使用する。 

＊表示画面を周期的に切り替えて、同一画面を長時間表示しない。
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